
研究概要、研究成果等
プラスチックによる環境問題解決、特に廃プラスチック由来の環境汚染解決に資する新技術シーズ
として、現在使われている全てのプラスチックにケミカルリサイクル(CR)性を付与可能な革新的資
源リサイクル技術「ソフトブレーク法」の開発を行う研究である。
現在、プラスチックは生産量のわずか9％しか再利用されておらず、残りは廃棄・焼却され、2019
年には8億tの温室効果ガスが排出された。2040年までにプラスチック廃棄ゼロを目指すG7の目標に
は程遠い現状であり、これは主力プラスチックがCRに適した構造を持たないためである。本研究で
は、材料として必要な機能を持ち、光触媒により分解できるソフトボンドを搭載した新たなプラス
チック設計理論の構築を目指す。
2024年より本研究を次の3つのサブテーマに分け実施した。1)ソフトボンド分解用光触媒の設計、
2)ソフトボンドの分解性、3)ソフトボンドを持つプラスチックの作製、成形、分解性、資源循環性
を検討した。その結果、当初は紫外光でのみでしか分解できなかったソフトボンドが、450 nmの可
視光でも分解できるようになった。この分解構造をプラスチックに組み込むと、強度の強いフィル
ム（下図１）を試験的に作ることができた。このフィルムを試験管に入れ（下図２）、開発した光
触媒反応条件下で分解を行うと（下図３）、反応が円滑に進行し（下図４）、原料に戻すことに成
功した（下図５）。さらに、この材料の熱物性を調査したところ、分解温度300度以上、ガラス転
移温度140度以上を達成した。機械強度は市販ポリエステルと同等の39MPaであった。これらの数字
は、分解性プラスチックを通常使用するのに十分な値であることを示している。

環境政策等への貢献（の見通し）
・廃棄・焼却され環境汚染の元凶であるプラスチックを、分子レベルで化学原料として再生可能。
・新規開発の再生可能プラスチックを足がかりとして、サーキュラーエコノミー市場への展開を推
進する。これをもって、我が国独自の環境事業ポートフォリオの拡大と新規マーケットの創出可能。
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